
 

“地域のまちづくりに関する施策の提案”の見直しについて 

 

◎ 第７回自治会議（全体協議） 

１ 進捗状況の確認・・・資料２ 参考資料 

   前回の会議における，各グループでの検討結果を踏まえ，進捗状況（理由・現状等）

を確定する。 

 

【進捗状況の判断基準】 

○ 完 了 
整備などがすでに完了しており，継続の必要がないもの 

（例：看板や標識の設置） 

△ 実施中 
実施に向けて検討中であるか，すでに着手しており，今後も継

続して実施するもの 
（例：ハイキングコースの整備，マップの作成） 

― 未着手 
未着手であるもの 
過去に実施していたが，現在は実施していないもの 

（例：ガーデニング講座の開催） 
 

 

２ 手法・スケジュールの見直し協議・・・資料２  

（１） 事務局案の確認 

   ○ 確定した進捗状況（理由・現状）等を基に，事務局案の実行プラン検討表（手

法・スケジュールの見直し検討）について協議する。 

○ 特に実施中，未着手とした取り組みの手法について，「見直しの視点」と照合し，

実行可能か否か（要変更）など意見交換をする。 
 

【見直しの視点】 

    ・ あるべき姿をイメージしたプランとなっているか 

・ 目標を達成するための対応策となっているか 

・ 各種施策等との整合性が図られているか 

・ 具現化するためのタイムスケジュールとなっているか 

・ 取り組み結果の検証（まちづくり協議会での検証結果） 

 

 

    

資料１ 


